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ニホンザル野外観察施設
大沢秀行(施設長･発)･東 滋･渡辺邦夫
足沢貞成l)･山口直嗣2)･冠地富士男2)
本施設の運営は上記3教官のほか,鈴木 晃 ･
山極寿一によって進められた｡平成5年度の各研
究林の状況は次の通りである｡
1.寺島観察所
寺島の群れは昭和23年以来の苗柄された資料
をもとに,野外観察施設の中では独自の位置を占
めている｡ゲシの後をうけて主群のボスになった
のが老齢のノソ (26才)であり,早めの交代が
予想されたのだが,平成6年3月の時点ではなお
その地位を保っている｡しかし第2位のオス.ミ
ミズ (22才)は体の衰弱もあって,この冬その
地位をヨタカ (13才)に奪われている｡今年も
春から夏にかけて,島が地続きになり,サル番を
出す日が多かった｡ただ秋になって大型の台風が
何回か甥来し,この状態は解消された｡島内の森
林はあちこちで被害を受け,倒木や枝折れなどが
数多く見受けられた｡ただそのためであろうか,
新芽の朝出も多く,今年死亡した個体は0才1頭
だけであった｡ノソやミミズが,体調をくずしな
がらも生き延びたのは.あるいはこうした条件に
よったのかもしれない｡平成6年3月の時点での
島内の個体数はマキグループ12頭を含め98頭で
ある｡今年皮の出産は9頭で,うち1頭が死亡し
た｡この9両中7頭は,初 (日本獣医畜産大)等
によって2月の時点で妊娠していることが確認さ
れた個体であり,妊娠途中での欠落はなかった｡
景気の悪化により串良ビジターセンター妊設の話
はのびのびになっている机 あるいは来年度から
の石工をみるかもしれない｡こうした情勢をうけ
て.文化庁の指群の下 ｢串良泣生息地保護対茄検
討委員会｣が発足し.｢天然記念物 r幸即良生息
地』保存管理計画串｣がまとめられた.
2.下北研究林
昭和45年当時3群だった下北研究林対象地域
の群れの数は,この5年はどの間にどの群れも分
裂し,生息域も大きく拡大した｡したがってまず
は群れの数をおさえることが急務であった｡そこ
で平成5年度の一勢調査は佐井地区のZ群を対象
とする調査が行われた｡南北20Km,東西10Km
の広範囲の調盃に車がフルに活用された｡
その中にZ2群52頭とY群46頭が足跡の数
で確認された｡前年皮は他にZl群18頭もいた
のだが,今回の調益ではおさえられなかった.
なおM群については森治氏 (下北野生生物研究
所)らが.奥戸川のダム建設のための環境アセス
メントの一環として調盃を継続中である.
3.上信越研究林
1998年の冬期オリンピック開催地が長野に決
定したことをうけて.研究林周辺地域でもいろい
ろな動きがおこってきている｡そうした中で.今
年皮も雑魚川流域の調査が続行されたが.群れの
所在を発見することはできなかった｡ここ10年
来の環境変化もあり.行動域に大きな変化がおこっ
ている可能性がある｡しかし,研究所内の人員配
置上の問題などから,十分な追跡調査が行なえて
いない｡そのような現状に基づいて,今後の経過
を注意深く見守っていくための計画が話し合われ
た｡
4.木曽研究林
木曽研究林内のニホンザル群は,いずれもこれ
まで捕獲された経験を持っている｡それにもかか
わらず,昭和56年当時と同じ数の群れが地域内
に存在し,なおかつ部分的に分布域を広げている｡
本年皮も夏と秋に調益が行われたが.こうした実
状から調立が難しくなっており,詳しい実態はつ
かめていない.これまでの調査汽料が多数残され
ており,そのとりまとめが行われた｡
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